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東海大学湘南フィルムフェスティバル座談会第11回

映画『肉弾』と
岡本喜八の美学

特別
企画

出席者　寺田　農（俳優　東海大学文学部文芸創作学科特任教授）
　　　　山根貞男（映画評論家　文芸創作学科元教授）
　　　　辻原　登（作家　文芸創作学科特任教授）
　　　　山城むつみ（文芸評論家　文芸創作学科教授）
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な
感
想
で
し
た
ね
。

そ
れ
か
ら
、
当
時
の
こ
と
を
少
し
話
し
ま
す
と
、
岡
本
喜
八

監
督
は
こ
の
作
品
の
前
の
『
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
』
と
い

う
映
画
で
、
終
戦
時
の
玉
音
放
送
を
巡
る
政
府
や
軍
部
の
混
乱

を
書
き
、
そ
の
映
画
が
大
ヒ
ッ
ト
を
し
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
の
終
戦
は
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
、
自

分
た
ち
の
戦
争
を
描
き
た
い
と
い
う
の
で
、
ほ
ぼ
監
督
の
自
伝

で
あ
る
、
こ
の
『
肉
弾
』
の
シ
ナ
リ
オ
を
一
晩
で
お
書
き
に
な

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

山
根　

岡
本
喜
八
は
戦
中
世
代
な
ん
で
す
が
、『
日
本
の
一
番

長
い
日
』
は
太
平
洋
戦
争
の
終
結
を
、
天
皇
の
戦
争
責
任
を
回

避
し
た
形
で
描
い
た
映
画
だ
と
い
う
言
わ
れ
方
を
世
間
か
ら
さ

合
い
で
す
。
ま
た
、
主
任
教
授
の
山
城
先
生
も
今
回
の
映
画
祭

全
体
を
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
四
人
で
話
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
、『
肉
弾
』
は
昭
和
四
十
三
年
、
僕
が
東
京
に
出
て

来
た
直
後
に
封
切
ら
れ
た
映
画
で
し
た
。
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー
ギ

ル
ド
新
宿
文
化
劇
場
と
い
う
と
こ
ろ
で
上
映
さ
れ
、
上
京
し
て

す
ぐ
観
に
行
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
寺
田
先
生
、
四
十
四
年

ぶ
り
に
自
分
の
作
品
と
再
会
し
て
ど
ん
な
感
じ
で
す
か
？

寺
田　

久
々
に
こ
う
い
う
大
画
面
で
観
ま
す
と
、
ど
っ
と
疲
れ

ま
し
た
ね
。
走
っ
て
い
る
シ
ー
ン
を
観
た
だ
け
で
、
よ
く
あ
ん

な
こ
と
が
で
き
た
な
と
。〝
あ
い
つ
〞
も
四
十
四
年
後
に
は
こ

う
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
あ
り
ま
し
て
…
…
（
笑
）。
そ
れ
が
率
直

第
十
一
回
目
を
迎
え
た
東
海
大
学
湘
南
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
二
〇
一
一
年
十
二
月
三
日
に
開
か
れ
た
。
二
〇
〇
五
年

二
月
に
こ
の
世
を
去
っ
た
、
昭
和
の
名
監
督
・
岡
本
喜
八
の
自

伝
的
戦
争
ド
ラ
マ
を
め
ぐ
っ
て
、
若
き
日
に
主
人
公
を
演
じ
た

寺
田
農
教
授
と
文
芸
創
作
学
科
の
教
授
陣
が
、
さ
ま
ざ
ま
に
語

り
合
っ
た
。

自
分
た
ち
の
戦
争
を
描
く

辻
原　

こ
の
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
十
一
回
目
で
す
が
、

今
年
は
特
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
東
海
大
学
の
文
芸

創
作
学
科
が
創
設
さ
れ
た
と
き
に
、
映
画
・
演
劇
・
評
論
部
門

の
教
授
と
し
て
山
根
貞
男
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
山
根
先
生
の
指
導
で
、
こ
の
湘
南
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
寺
田
農
先
生
に
は

山
根
先
生
の
後
任
と
し
て
文
芸
創
作
学
科
の
映
画
・
演
劇
部
門

を
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
映
画
祭
も
引
き
継
い
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

山
根
先
生
と
寺
田
先
生
は
長
年
の
親
友
、
僕
と
も
長
い
付
き

太平洋戦争で日本の敗北が決定的に
なっていた昭和20年夏、肉弾特攻の
ために魚雷をくくりつけた洋上のドラ
ム缶の中で待機し続ける“あいつ”
（寺田農）は、内地でのさまざまなこ
とを思い返していた。過酷な軍隊の訓
練、親切な古本屋の老夫婦（笠智衆＆
北林谷栄）、そしてセーラー服の美し
い少女うさぎ（大谷直子）のこと……。
名匠・岡本喜八監督が、戦中派として
の想いをコミカルに切なく描きあげた
戦争青春映画の傑作。監督の代弁者で
もある主人公のぼやきと嘆きと叫び、
大谷直子の可憐さ、低予算を逆手にと
ったユニークなモノクロ映像テクニッ
クの数々など、劇中に表れるすべての
要素が、戦争に青春を奪われた者たち
のやるせなさを醸し出す。
芸術祭賞、毎日映画コンクール監督
賞／主演男優賞ほかを受賞している。
製作：馬場和夫／監督・脚本：岡本喜
八／撮影： 村井博／音楽：佐藤勝／
出演：寺田農・大谷直子・天本英世・
笠智衆・北林谷栄ほか
 （写真はDVDの表紙）

映画『肉弾』
岡本喜八監督 /1968年 /ATG


